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Ａ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
対
応
に

つ
い
て
、
い
つ
・
ど
こ
で
・
誰
が
感

染
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
危
機
に

対
す
る
市
長
の
心
構
え
に
つ
い
て
お

示
し
願
い
た
い

　

爆
発
的
な
感
染
が
危
惧
さ
れ
た
段

階
で
は
命
を
守
る
こ
と
が
優
先
さ
れ

経
済
活
動
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
が
、

経
済
も
ま
た
命
・
生
活
を
維
持
す
る

重
要
な
要
素
で
あ
る
。
今
後
は
家
計

を
応
援
し
、
地
域
産
業
を
全
力
で
支

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市

と
し
て
も
状
況
に
応
じ
た
支
援
策
を

的
確
に
講
じ
て
い
く
。

　

市
内
の
企
業
や
飲
食
店
等
に
対
す

る
影
響
に
つ
い
て

　

60
を
超
え
る
事
業
者
を
訪
問
し
、

直
接
聞
き
取
り
を
し
た
ほ
か
、
産
業

サ
ポ
ー
ト
白
河
や
観
光
物
産
協
会
、

商
工
会
議
所
、
各
商
工
会
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
白
河
へ
出
向
い
て
影
響
に
つ

い
て
情
報
収
集
し
て
い
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
児
童
・

生
徒
に
対
す
る
影
響
に
つ
い
て

　

ま
ず
は
、
不
足
し
て
い
る
14
日
間

の
授
業
時
数
を
確
保
す
る
た
め
、
夏

休
み
を
短
縮
し
８
日
間
を
確
保
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
残
り
６
日
分
は
一

日
当
た
り
の
授
業
時
間
数
を
増
や
す

こ
と
で
補
う
。

Ａ

Ｑ　 　

６
月
定
例
会
で
行
わ
れ
た
一
般
質
問
と
質
疑
の

概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

質
問
議
員
６
名

　

（
一
般
質
問
４
名
・
質
疑
２
名
）

一
般
質
問
・
質
疑

　

本
会
議
の
ネ
ッ
ト
中
継
及
び
録
画
配
信
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

各
議
員
の
一
般
質
問
、
質
疑
に
つ
い
て
は
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
で

視
聴
す
る
場
合
は
こ
ち
ら
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
一
般
質
問

　
　

市
の
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
現
状
や
将
来
の

　
　

方
針
に
つ
い
て
聞
く
こ
と
で
す
。

■
質　

疑

　
　

議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
そ
の

　
　

内
容
や
疑
問
点
を
聞
く
こ
と
で
す
。

北
　
野
　  

唯
　
道

■
一
般
質
問
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新型コロナウイルス感染症に立ち向かう 特集

ＱＱ ＡＡ 　

羅
漢
山
霊
園
の
合
葬
墓
と
は
ど
の

よ
う
な
施
設
な
の
か

　

合
葬
墓
と
は
、
亡
く
な
ら
れ
た
方

の
遺
骨
を
合
同
で
納
め
る
施
設
で
、

参
拝
ス
ペ
ー
ス
に
は
献
花
台
や
線
香

台
、
生
前
の
お
名
前
を
刻
む
墓
誌
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
で
も
参
拝

が
で
き
る
お
墓
の
こ
と
で
あ
る
。

　

個
々
の
墓
石
を
設
置
し
な
い
た
め
、

利
用
者
の
費
用
負
担
が
少
な
く
、
少

子
高
齢
化
や
核
家
族
な
ど
に
よ
り
、

や
む
を
得
な
い
事
情
で
お
墓
を
引
き

継
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
方
で
も
安
心

し
て
利
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
。

　

遺
骨
の
納
め
方
と
使
用
で
き
る
数

に
つ
い
て

　

遺
骨
の
納
め
方
は
１
階
の
納
骨
壇

に
一
定
期
間
お
預
か
り
し
た
後
に
、

地
下
に
あ
る
地
下
埋
蔵
室
に
移
す
方

法
と
、
直
接
、
共
同
埋
蔵
室
に
納
め

る
方
法
の
二
通
り
あ
る
。

納
骨
壇
は
、
お
一
人
用
が
１
８
５
、

夫
婦
等
で
利
用
す
る
お
二
人
用
が
１

１
０
の
計
２
９
５
人
分
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
地
下
の
共
同
埋
蔵

室
に
は
１
万
５
０
０
人
分
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

Ｑ ＱＡ

Ａ

　

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
と
自
然
災
害

（
大
雨
、
地
震
等
）
に
よ
る
複
合
災

害
対
策
が
必
要
で
、
災
害
時
に
避

難
す
る
市
民
の
感
染
防
止
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
「
密
接
、
密
閉
、
密

集
」
を
避
け
る
「
２
メ
ー
ト
ル
離
れ

て
」
の
ル
ー
ル
か
ら
市
が
指
定
す
る

避
難
所
だ
け
で
は
不
足
が
予
想
さ
れ
、

新
た
な
避
難
所
の
増
設
や
親
戚
、
知

人
宅
な
ど
へ
身
を
寄
せ
る
「
分
散
避

難
」
が
課
題
と
な
る
。
感
染
防
止
に

不
可
欠
な
マ
ス
ク
、
消
毒
薬
、
体
温

計
や
非
常
時
の
持
ち
物
の
備
え
、
避

難
所
で
の
ル
ー
ル
の
周
知
や
熱
中
症

対
策
も
課
題
に
な
る

　

議
員
ご
指
摘
の
避
難
所
不
足
や
感

染
防
止
策
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め

早
急
に
避
難
所
開
設
訓
練
を
実
施
し

検
討
し
て
い
く
。

　

災
害
時
に
は
、
常
に
高
齢
者
、
障

害
者
等
の
社
会
的
弱
者
が
犠
牲
に
な

っ
て
い
る
。
気
象
衛
星
の
科
学
技
術

の
発
達
に
よ
り
数
日
前
か
ら
大
型
台

風
の
発
生
時
か
ら
進
路
状
況
が
把
握

で
き
る
。
安
全
な
時
間
帯
に
早
目
の

避
難
誘
導
を
行
う
こ
と
が
大
切
と
思

わ
れ
る
が

　

大
雨
状
況
を
的
確
に
把
握
し
早
目

の
避
難
誘
導
が
で
き
る
よ
う
に
努
め

て
い
く
。

〈羅漢山霊園の合葬墓〉

室
　
井
　  

伸
　
一

■
一
般
質
問

柴
　
原
　  

隆
　
夫

■
一
般
質
問
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Ｑ

ＱＱ

Ｑ ＡＡ

ＡＡ

　

高
齢
者
見
守
り
生
活
支
援
事
業
に

つ
い
て

　

移
動
販
売
車
に
よ
り
高
齢
者
世
帯

を
訪
問
し
、
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な

い
＂
買
い
物
〟
の
支
援
と
＂
孤
立
を

防
ぐ
た
め
の
見
守
り
〟
を
定
期
的
か

つ
継
続
的
に
実
施
す
る
も
の
。
対
象

は
旗
宿
を
含
む
表
郷
、
大
信
、
東
地

域
。
計
６
５
８
世
帯
。

　

ア
プ
リ
で
つ
な
が
る
商
店
等
魅
力

発
信
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
つ
い
て

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
お
店
の
情
報
発
信
や
割
引
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
行
す
る
も
の
。
参
加
店

に
て
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
掲
示
な
ど
を
行

い
宣
伝
す
る
。
経
済
効
果
は
１
５
０

０
万
円
の
見
込
み
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整
備
事
業
に
つ

い
て

　

小
中
学
生
全
員
に
＂
一
人
一
台
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
〟
を
今
年
度
中
に
整

備
す
る
。
主
に
学
校
で
活
用
す
る
。

学
校
が
臨
時
休
校
に
な
っ
た
場
合
で

も
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
よ
る
活
用
を

想
定
し
て
い
る
。
Wi–

Fi
環
境
が
な

い
家
庭
へ
は
貸
出
モ
バ
イ
ル
Wi–

Fi

ル
ー
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

　

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
シ
ア
タ
ー
開
催
事

業
に
つ
い
て

　

秋
口
に
２
日
間
程
度
、
コ
ミ
ネ
ス

北
側
駐
車
場
に
て
ス
ク
リ
ー
ン
を
設

置
し
、
車
か
ら
映
画
を
楽
し
む
。
１

回
の
上
映
で
35
台
程
度
が
鑑
賞
可
能
。

ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
励
行
す

る
。

Ｑ

Ａ

　

学
校
再
開
後
の
教
育
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
学
校
休
業
に

よ
り
、
子
ど
も
の
学
習
の
遅
れ
と

格
差
拡
大
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
は
か
つ
て
な
い
不

安
や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ん
で
い
る
。

市
教
委
か
ら
は
、
臨
時
休
業
に
よ
り

削
減
さ
れ
た
授
業
時
数
確
保
の
た
め
、

夏
休
み
短
縮
、
日
課
変
更
、
学
校
行

事
削
減
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ

で
は
「
つ
め
こ
み
」
に
な
り
、
教
員

に
も
子
ど
も
に
も
ス
ト
レ
ス
を
増
や

す
こ
と
に
な
る
。
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
を
大
切
に
す
る
手
厚
い
教
育
が
必

要
で
は
な
い
か

　

学
力
を
保
障
し
、
不
安
を
軽
減
・

解
消
し
て
い
く
に
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
て
い
ね
い
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
た
だ
単
に
授
業
時
数
を
確

保
し
、
一
年
間
の
学
習
内
容
を
終

え
る
こ
と
の
み
目
指
す
の
で
は
な
く
、

学
習
内
容
を
精
選
・
重
点
化
し
、
子

ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
わ
か
り
や
す

い
授
業
で
、
学
力
向
上
を
図
る
の
が

ね
ら
い
で
あ
る
。
ま
た
、
学
校
で
は

感
染
症
へ
の
不
安
を
取
り
除
け
る
よ

う
、
学
級
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
不
安
ご

と
ア
ン
ケ
ー
ト
、
個
別
面
談
で
心
の

ケ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

深
　
谷
　  

　
　
弘

■
一
般
質
問

大
　
木
　  

絵
　
理

■
質
疑
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ＱＱＱ

Ａ

ＡＡ
議
案
第
68
号
白
河
第
二
中
学
校
建
設

事
業
建
築
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て

　　

な
ぜ
今
回
、
総
合
評
価
方
式
入
札

を
採
用
し
た
の
か

　

建
築
物
が
大
規
模
な
こ
と
及
び
狭

小
敷
地
内
の
難
易
度
が
高
い
工
事
で

あ
る
こ
と
。
さ
ら
に
工
期
が
三
年
半

と
な
る
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

価
格
と
品
質
が
総
合
的
に
優
れ
た
企

業
に
し
た
い
。

　

技
術
点
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

算
出
さ
れ
る
の
か

　

企
業
の
技
術
力
・
技
術
者
の
技
術

力
・
地
域
に
対
す
る
貢
献
度
・
施
工

計
画
の
適
切
性
の
４
項
目
の
合
計
点

で
あ
る
。
自
己
採
点
が
で
き
る
ほ
ど

明
快
で
あ
る
。

　

価
格
評
価
点
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
算
出
さ
れ
る
の
か

　

総
合
評
価
方
式
要
領
に
お
い
て
算

出
方
法
は
定
め
て
お
り
、
入
札
公
告

に
よ
り
公
表
し
て
い
る
。
算
出
に
当

た
っ
て
は
、
設
計
内
容
に
適
合
し
た

工
事
の
確
保
が
で
き
る
下
限
の
価
格

と
し
て
評
価
基
準
価
格
を
定
め
、
そ

の
価
格
以
上
の
入
札
価
格
の
う
ち
最

も
低
い
も
の
が
落
札
者
と
な
る
。

〈白河第二中学校完成予想図〉

今定例会において審査された請願・意見書について、その内容と結果についてお知らせいたします。

案件番号 案　件　名　と　そ　の　概　要 議決結果

請願２
請願者
福島県教職員組
合中央執行委員
長

「国の「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、被災児童生徒の
十分な就学支援を求める意見書」の提出を求める請願 採択

（全会一致）
関係機関に意
見書を提出し
ました。

　東日本大震災によって、経済的に困窮している家庭の子供たちの
就学・修学を保障する支援のため、令和３年度以降も全額国庫で支
援する「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、十分な就学支援
に必要な予算確保を国へ要望する意見書を提出すること。

請願３
請願者
日本労働組合総
連合会福島県連
合会白河地区連
合会議長

地方財政の充実・強化を求める意見書提出の請願
採択

（全会一致）

関係機関に意
見書を提出し
ました。

　令和３年度の政府予算と地方財政の検討にあたり、社会保障、感
染症対策、防災、環境対策、地域交通対策、人口減少対策など、増
大する地方自治体の財政需要を的確に把握し、これに見合う地方一
般財源総額の確保などを図ることのほか、９項目にわたる公共サー
ビスの提供などを求め、関係機関に対して要望し、意見書の提出を
求めるもの。

請 願 ・ 意 見 書請 願 ・ 意 見 書

請願議案

大
　
竹
　  

功
　
一

■
質
疑
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